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31)食道痛術後10年目に施行した肝内 ･総 胆管
結石の1手術例

堀川 直樹
山田 明 十 l肯 .∴ ∴ ∴ ::

胃痛術後の胆蕪 ･総胆管結石は胃切除およびリンパ節

郭酒に伴う神経切離に起因した胆汁流出障害の関与が大

きいとされ,食道痛術後においでも同様の病態が起こり

うる,我々が経験した食道癌術後胆石の 1例を報告する.

症例は63歳,男性.:1!-･成2年,食道癌にて非開胸食道抜

去術∴大野側胃管再建を施行.平成12年1月 (術後9年

6カ月).肝憐能異常を指摘され,腹部超音波検査にて肝

内打灰化が.また ('T.MRCPにてFn-･f"ほ巧から左右肝

内胆管にかけての結jl-1範が指摘された.1∫-j25日,f･術施

秤,術中胆道鏡にて同部位に鋳型状に充満した結石を認

め.すべて紺.∫-を用いて摘出した.結イⅠ~分析ではど系LJ-

であった,胆道再建 (肝管十二指腸吻合)を行い,手術

を終了.衡後,肝機能異常は改番した,

32)肝嚢胞手術症例の検討

谷 達夫 ･高野 征雄
武者 信行 ･丸山 聡ほ 栄赤十字縄 )

当科において,1981年 1月から2000年 3月までに経

験 した肝燕胞手術症例は16刑で∴平均年齢64日5-77)

上 lJ31丁札 女15例.単発2例.多発1招iJ.合併症とL

て胆イⅠ●症3例,胃癌2例,大腸癌1刑,甲状腺癌 1例を

認めた.胆石症合併3例,太腺癌合併1例を除いた8例

が症状を有し,その最大壌胞径は平均 13.8cm で,壁

症状4例の平均 5,5cm にぶたし有意に大きかった.術前,

血清 CA19-9が高値を示したのは6例中 1例.〔EA

高値は進行大腸癌の l症例を除 く7例中1例.術式は,

開窓術10f札 轟胞切除術3例,拡入肝f~1A葉切除術 1刑,

左繋切除術1例,外側区域切除術1刑.5症例6喪胞で

嚢胞内苓液中 eEA･eA19--9を測定,(TEA :127

(0.5-251)ng/ml.CA19-9:22,7LIO(72-120.000)

U/nュ1.全例が組織学的に良性であ一･_)た.術後に再発を

認めた症例はいなかった.

33)生体部分肝移植を施行した腎不全合併原発
性肝アミロイドーシスの1例
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原発性肝アミロ11ドーシスは,ドミノ移植で知られる

家族性アミロイドポリニューー亡コパチーとは性質が異なi),

移植適応の決',封二は呂二膿するところである.私達は.忠

速に肝腎不全を呈した原発性肝アミロイドーシス症例に

対して,生体部分肝移植を施行したので報告する.症例

は55歳の男性.術前,腹部JL中に17enl触知する著明な

肝健太,アミロイド腎症による腎不全,腸管壁へのアミ

ロイドの沈着を認めた.2000年 6H27日喪を ドナーと

して左葉グラフトを欄いた生体部分群移植術を施行した.

術後,透析からの離脱はできなかったが,経過良好で著

明な QOLの改善を認めた.

3∴11食道 ･胃静脈壇 に対する井口シャント手術
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瞳 的3我々は一昨年より食道胃静腺癌に対 し,井口

シャント手術を行っている.今回これまでの7症例の早

【対象】対象はウイルス性肝碓変に伴う,食道 ･胃静

脈癌の他,肝癌合併症例,降炎による2次性肝外門脈閉

塞症,緊急F山fll症例等である.

【結果】全例術姑 まなく,退院された.早期中期のシャ

ント開春は問題なかった.合併症としては術後出血,肝

切除例の胆汁漏であったが,いずれも早期に改蒸した.

使用グラフトは,当初浅大腿静艶を使用したが,左腎静
腺,右肝静脆,またはグラフト無しの直接吻合 も可能で

あった.手術のポイントは左胃静脈の丁寧な剥離と, ド

大静脈との吻合であるが∴ 一部健常な肺静脈lflL管をカし

ルパッチ様に形成すると比較的脊鋸 二吻合できた.

E考察】井口シャントは理論的であ り,血管吻合の開

音が得られれば術後経過も直達手術と比べても非常に順

調であった.手術手技に工夫を加えることによ畑 より

安全に容易にできるものと思われた.肝癌合併例の同時

手術も今後考慮に値するものと思われた.また直接吻合

により手術時間の短縮が可能であった.


